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図2−1 　心がけている授業方法 小学校  中学校  高　校  教員

注１）�選択肢は「多くするように特に心がけている」「まあ心がけている」「あまり心がけていない」の３択。
注２）各学校段階別に上位3位までを①〜③と表示している。

2-1　心がけている授業方法
小・中学校では「グループ活動」や「話し合い」など協働的な学習がもっとも意識
されている。
　教員が「多くするように特に心がけている」授業方法として多いのは、小・中学校で「グループ活動を取り入れた授業」

「児童・生徒どうしの話し合いを取り入れた授業」といった協働的な学習方法である。一方、高校では、「自作プリントを
使った授業」がもっとも多い。また、小・中・高校とも共通して多いのは「教材を工夫した授業（具体物を使うなど）」、反
対に、共通して少ないのは「教科横断的な授業や合科的な授業」である。

Q あなたは、教科の授業において、どのような授業方法を心がけていますか。

❷ 授業
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注１）小学生は「とても好き「好き」「好きでない」「ぜんぜん好きでない」の４つの選択肢、中学生・高校生はそれに「やっていない」を含めた５つの選択肢でたずねている。
注２）「パソコンやタブレットを使ってする授業」は01年・06年では「パソコンを使ってする勉強」としてたずねている。
注３） の数値は、06年に比べて約5ポイント以上アップしているものについて、そのポイントの差を表す。
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注１）�選択肢は「多くするように特に心がけている」「まあ心がけている」「あまり心がけていない」の３択。
注２）「児童・生徒どうしの話し合いを取り入れた授業」は10年以前はたずねていないので、省略している。
注３）中学校の97年調査ではこれらの項目をたずねていない。　注４）   は10年調査比で5ポイント以上の増減のあることを表す。

図2−2 　心がけている授業方法（経年比較） 小学校  中学校  高　校  教員

2-1　心がけている授業方法

小・中・高校とも10年比で「グループ活動を取り入れた授業」を意識する教員が
増加。特に高校の増加幅が大きい。
　「多くするように特に心がけている」授業方法について、経年変化をみると、10年比で小・中・高校とも「グループ活動
を取り入れた授業」が増加しており、高校は、小・中学校に比べて値は低いものの、15.8ポイント増ともっとも変化が大
きい。一方、減少幅の大きいのは、「計算や漢字などの反復的な練習」で、小学校で14.7ポイント減、中学校で5.8ポイ
ント減であった。高校では「教師主導の講義形式の授業」が8.0ポイント減っている。
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注１）小学生は「とても好き「好き」「好きでない」「ぜんぜん好きでない」の４つの選択肢、中学生・高校生はそれに「やっていない」を含めた５つの選択肢でたずねている。
注２）「パソコンやタブレットを使ってする授業」は01年・06年では「パソコンを使ってする勉強」としてたずねている。
注３） の数値は、06年に比べて約5ポイント以上アップしているものについて、そのポイントの差を表す。
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「多くするように特に心がけている」の％

注）網かけは、10年調査と比較して、10ポイント以上の増加を■、減少を■、5ポイント以上10ポイント未満の増加を■、減少を■で示している。

注）小学校・中学校のいずれかで、年齢層別に最大で10ポイント以上の差がみられた６項目をとりあげている。

表2−1 　心がけている授業方法（担当教科別・経年比較） 中学校  教員

図2−3 　心がけている授業方法・6項目（教員年齢別） 小学校  中学校  教員

国語 社会 数学 理科 外国語
10年
（529）

16年
（698） 差 10年

（510）
16年
（644） 差 10年

（636）
16年
（841） 差 10年

（545）
16年
（694） 差 10年

（559）
16年
（775） 差

教師主導の
講義形式の授業 7.9 4.0 −3.9 15.1 13.2 −1.9 9.7 6.5 −3.2 11.4 7.8 −3.6 4.1 2.6 −1.5 

教科書にそった授業 29.1 23.4 −5.7 26.5 27.6 1.1 32.5 29.5 −3.0 28.6 23.8 −4.8 29.0 22.8 −6.2 

自作プリントを使った
授業 34.8 28.4 −6.4 36.1 39.9 3.8 23.4 23.1 −0.3 36.5 35.2 −1.3 48.8 44.5 −4.3 

教材を工夫した授業
（具体物を使うなど） 31.2 33.4 2.2 37.3 46.6 9.3 31.3 28.5 −2.8 65.7 60.7 −5.0 53.1 54.3 1.2 

グループ活動を
取り入れた授業 42.3 58.0 15.7 31.6 37.6 6.0 23.4 36.4 13.0 47.2 54.9 7.7 42.8 51.9 9.1 

表現活動を
取り入れた授業 55.0 54.6 −0.4 22.5 28.1 5.6 20.3 21.5 1.2 18.3 28.2 9.9 66.5 68.5 2.0 

体験することを
取り入れた授業 9.6 10.5 0.9 6.1 8.1 2.0 8.3 8.1 −0.2 63.5 62.0 −1.5 24.5 26.1 1.6 

自分で調べることを
取り入れた授業 22.9 19.9 −3.0 27.6 31.1 3.5 9.3 8.1 −1.2 20.0 21.6 1.6 11.4 12.9 1.5 

個別学習を
取り入れた授業 23.8 21.6 −2.2 6.7 15.5 8.8 26.9 25.7 −1.2 6.8 14.1 7.3 22.2 21.7 −0.5 

計算や漢字などの反復
的な練習 45.9 39.1 −6.8 6.3 3.6 −2.7 50.6 39.6 −11.0 8.3 9.2 0.9 30.4 20.4 −10.0

「多くするように特に心がけている」の％

2-1　心がけている授業方法

中学校の教科別では、特に「国語」と「数学」で「グループ活動」を意識している教員が増加。

中学校では､若年層ほど「生徒どうしの話し合い」を心がけている教員が多い。
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「多くするように特に心がけている」の％

2  
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注１）選択肢は「多くするように特に心がけている」「まあ心がけている」「あまり心がけていない」の３択。
注２）「児童・生徒が考えたり話し合ったりする時間」は07年以前はたずねていない。「児童・生徒が学習を振り返る時間」は16年のみ。
注３）中学校の97年調査ではこれらの項目をたずねていない。
注４）   は10年調査比で5ポイント以上の増減のあることを表す。

図2−4 　心がけている授業時間の使い方（経年比較） 小学校  中学校  高　校  教員

2-2　心がけている授業時間の使い方
中・高校で、「生徒が考えたり話し合ったりする時間」を意識する教員が増え、 

「教師からの解説の時間」は減少。
　小・中学校の教員が授業の中で「多くするように特に心がけている」時間として高いのは「児童・生徒が考えたり話し
合ったりする時間」、高校では「教師からの解説の時間」である。反対に小・中・高校で共通してあまり意識されていない
項目が「解説内容についての質疑応答の時間」「児童・生徒が学習を振り返る時間」で、いずれも1割台である。経年で変
化が大きいのは、中・高校の「生徒が考えたり話し合ったりする時間」の12.3ポイント増（10年比、以下同）、「教師から
の解説の時間」の中学校7.4ポイント減、高校12.7ポイント減であった。

Q あなたは、教科の授業を進める際にどのような時間の使い方や進め方を心がけていますか。
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図2−5 　総合的な学習の時間の学習内容 小学校  中学校  教員

注）「51時間以上」は「51時間〜70時間」と「71時間以上」の合計値。

2-3　総合的な学習の時間
中学校の「総合的な学習の時間」の中での「探究学習・課題解決型学習」は年間20
時間以下の実施が6割。
　「総合的な学習の時間」での学習内容で多いのは、小学校で「地域にかかわる学習」、中学校で「将来の進路や職業など
の指導」である。中学校では「学校行事やその事前事後の学習指導」に充てている率は8割にのぼる。「児童・生徒に課題や
テーマを与えて行う調べ学習」も小・中学校とも実施率は高いが、「探究学習・課題解決型学習」の年間時間数をたずねた
結果では、小学校で「21〜35時間」、中学校で「11〜20時間」が最多で、中学校の約6割は20時間以下となっている。

Q あなたが担当している「総合的な学習の時間」では次のような学習をしていますか。

図2−6 　探究学習・課題解決型学習の年間実施時間 小学校  中学校  教員

Q あなたは、「総合的な学習の時間」のなかで、探究学習・課題解決型学習（主体的・協働的に課題の設定から
まとめ・表現や解決までを行う学習）を、年間でだいたい何時間くらい実施していますか。
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注）対象は、「総合的な学習の時間」を「担当している」と回答した小学校教員2,062名（全体の62.7％）、中学校教員2,612名（同70.8％）。図２- ６も同じ。
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図2−10 　ICT機器の活用状況 小学校  中学校  高　校  教員
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2-5　ICT機器を活用した授業
中・高校では教科の授業における生徒のPCやタブレットPCの使用率は低い。
　授業でのICT機器の使用割合は、ほとんどの項目で小学校がもっとも高く、「教員が作成した授業の解説用スライドな
どを表示しながら説明する」のみ中学校が高い。小学校について担任をしている学年別にみると、どの項目も学年が上が
るにつれ使用率は上がり、特に「児童がインターネットを活用して調べる」割合は学年差が大きく、高学年では8割以上
が使用している。中・高校の担当教科別にみると、教員が学習素材の提示を行っている割合は理科が高い。生徒の利用
については「インターネットを活用して調べる」で教科別に活用状況の違いがみられるものの、その他の項目はどの教科
も共通して低くなっている。

Q あなたは、教科の授業において、次のような目的でICT機器を使うことがどれくらいありますか。

注１）〔　〕内は「よくある」＋「時々ある」の％。
注２）小学校は「授業において」、中・高校は「教科の授業において」としてたずねている。
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中・高校の担当教科別では、理科で学習素材の提示のための使用率が高い。

図2−12 　ICT機器の活用状況（担当教科別） 中学校  高　校  教員

2-5　ICT機器を活用した授業

小学校高学年の8割以上が「インターネットを活用して調べる」活動を行っている。

図2−11 　ICT機器の活用状況（担任学年別） 小学校  教員

注）サンプル数は、1年生500名、2年生489名、3年生487名、4年生487名、5年生494名、6年生520名。

注）サンプル数は、国語698名、社会644名、数学841名、理科694名、外国語755名。

注）サンプル数は、国語1,153名、地理歴史993名、公民541名、数学1,271名、理科1,099名、外国語1,268名。


